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中央労福協 全国研究集会ｉｎ長崎 6/5～6 

 

中央労福協主催の「2014 年度全国研修集会」が 6月 5

日(木)～6 日(金)、長崎市の「ホテルニュー長崎」で

開催され、北は北海道から南は沖縄まで、地方労福協

及び事業者団体等の活動家を中心に、総勢 269 名が参

加しました。なお、福岡県労福協から 6名が参加をし

ました。 

 冒頭、主催者を代表して、山本幸司副会長が今年度

の研究集会の開催趣旨ついて挨拶があり、来賓挨拶で

は、長崎県の中村法道知事並びに長崎県労福協の森光

一会長から歓迎のご挨拶がありました 

 第一日目は、特別講演Ⅰとして「労働運動と協同組

合運動が結ぶ連帯社会への可能性～なぜいま労福協

が大事なのか～」と題して、早稲田大学学術院の篠田 

徹教 

全国研究集会の会場風景 

徹教授から講演がありました。続いて特別報告Ⅰとして「ライフサポートセンター事業の検証」と題して、

新潟県労福協から山田太郎専務理事と、山口県労福協から大塚健二専務理事の二つの地方労福協から取組

みの報告があり、一日目を終了しました。 

 第二日目は９時から、特別報告Ⅱとして「今、なぜ地域からの支え合いか、共助へのアウトリーチ」と

題して、日本女子大学の高木郁郎名誉教授から講話がありました。 

休憩を挿み１０時からパネルディスカッションに入り、「地域での協同、ソーシャルキャピタルの確立

に向けて（労働組合、協同組織の課題は）」をテーマに、パネラーとして連合・神津里季生事務局長、労

金協会から大川栄八郎専務理事、全労済から原 日出夫専務理事、日生協から伊藤治郎渉外広報本部長、

アドバイザーとして講演をいただいた高木郁郎名誉教授、コーディネーターに中央労福協の渡邉和夫副会

長が務め、行われました。 

 冒頭渡邉コーディネーターから、テーマに対する問題提起があり、それぞれパネラーからの報告を受け、

現状の認識・課題についてディスカッションが行われ、二日間の日程を成功裡に終わりました。 

 
パネルディスカッション 高木郁郎教授の講演 

 
開催趣旨・・・2005 年に「連合、中央労福協、労金協会、全労済」が交わした４団体合意に基づき各

地域で取り組まれている、勤労者の暮らし全般にかかわるサポート事業（ライフサポー

ト）を検証し、協同組合と労働組合の共助の連帯を強め地域における共助の拡大に向け、

今後各々の団体で何をすべきか、何が出来るかを考察します。 
 

 

http://fukuoka.rofuku.net/
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働く女性のためのハラスメント・労働相談 ６月 10日～11日 
連合全国一斉集中労働相談ダイヤル実施 ２１件の相談が寄せられる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 地地域域だだよよりり ～ 福岡地域労福協 ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

   学習会「障がい者福祉施設の課題」      福祉募金・寄贈          贈呈先の施設・団体の皆さん 

  

福岡地域労福協は、福岡市を中心に糸島市・古賀市・福津市・宗像市・新宮町・粕屋町・志免町・

須惠町・宇美町・篠栗町・久山町の 5 市 7 町を活動エリアとして、労働者・勤労者の福祉向上を目的

にメーデー（労働祭り）の企画運営、なんでも法律相談などの「労働福祉事業」にチャリティボウリ

ング大会等の「文化・体育事業」、列島クリーンキャンペーンや福祉募金活動等の「社会貢献事業」を

多くの働く仲間の協力を得ながら進めています。 

今回は「福祉募金」の取り組みを通じて、地域で活動する福祉団体・施設との交流と学習を行うと

ともに皆さんにご協力いただいた 2012 年福祉募金(2,187,116 円)の各団体・施設への物品寄贈を目的

に 2013 年 10 月に開 

催した「福祉ふれあい学習会」（会場：天神ビル、参加：29 組織・団体 82 名）を紹介します。 

学習会は、福岡市障がい者施設支援課下川課長を講師に招き、福岡市の障がい者福祉施策や課題等

について講義いただきました。参加者からは「寄贈先である福祉施設の現状を学び、私たちが取り組

む、福祉募金の目的や意義が明確になり、有意義であった」等の意見をいただきました。 

福祉募金「物品寄贈式」については、福岡地区 6箇所、宗像地区 2箇所糸島地区 2箇所、計 10施設・

団体にパソコン、整理棚、療養器具など各施設が必要とする物品を贈呈しました。各施設等の代表者

から、それぞれの活動報告と寄贈に対する感謝の意が述べられました。 

地域に根ざし、顔の見える活動を進める私たちにとって、福祉募金の贈呈先の方々と直接顔を合わ

せ、ふれあうとともに学習できたことは大変有意義であったと思います。あらためて、福祉募金にご

協力いただいた各構成組織・団体の皆様に感謝申し上げます。 

   

連合は、6 月の「男女平等月間(連合)」に合わせて、6 月

10・11 日の二日間、連合「女性のための全国一斉労働相談

‐STOP!セクハラ・パワハラ・マタハラ‐」を行いました。

相談件数は全国で約 944 件。福岡では“ライフサポートふく

おか”で対応し 21 件の相談がありました。 

福岡の相談では、「産前産後の休暇はあるが、その他の休

暇は認めていないので休みを取るなら辞めてほしい」「妊娠

したと報告をしたら辞めてほしいといわれた」などマタハラ

や嫌がらせに悩んでいる人が多いことが分かりました。 

労働基準法、男女雇用機会均等法、育児・介護休業法など

で働きながら妊娠・出産をするための権利が定められている

にもかかわらず、法律や制度の認識は低く、社会は追いつい

ていないのが現状です。 

連合福岡は、悩んでいる多くの女性の声をすくいあげ、課

題を政策・制度要求に活かしていくため、今後も法律や制度

の認識を多くの人に知ってもらうよう様々な活動に取り組

んでいくとしています。  
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北九州総合労働会館第 42 回定時社員総会の開催 

北九州総合労働会館(通称：真鶴会館)は、平成 25 年 10 月 1 日に一般

社団法人に移行後、初めてとなる定時社員総会を平成 26 年 5 月 30 日に

開催しました。定時社員総会では、平成 25 年度下半期の事業報告、公益

目的支出計画実施報告の件、役員選出など 7議案が審議されるとともに、

平成 26 年度の経営方針について、前年度からの一部テナント関係の移転

等で厳しい状況の中にあるが、北九州市、事業団体、労働団体等の協力

を得ながら、公益事業のさらなる構築をめざし、理事会をあげて最大限

の経営努力を行っていくことが確認されました。なお、役員選出におい

て、長年、業務執行理事として会館の事業運営に努力されてきた佐伯衛

専務理事が勇退され、後任に中村一輝氏が就任されました。 

北九州総合労働会館新役員 
役 職 氏  名 出身団体 

理 事 長 末 廣  勝 嘉 連合地協 

副 理 事 長 渕 上  耕 樹 地域労福協 

〃 長 尾  重 治 連合地協 

専 務 理 事 中 村  一 輝 地域労福協 

理 事 中 間    徹 連合地協 

〃 徳 富  幸 治 連合地協 

〃 小 宮  敬 子 地域労福協 

〃 木 村  洋 三 労働金庫 

〃 岡 野  博 彦 労働金庫 

〃 岩 木  克 明 全労済 

〃 管    孝 裕 全労済 

監 事 牧 野  喜 義 地域労福協 

〃 津 田  芳 次 連合地協 

 

6/11 京築・田川地域労福協新役員 
役 職 氏  名 出身団体 

会 長 西 本  竜 二 連合地協 

副 会 長 上 森  茂 美 労働金庫 

〃 吉 田  知 史 全労済 

〃 本 田  憲 一 連合地協 

〃 原 田 登喜雄 連合地協 

〃 野 中  和 昭 連合地協 

〃 後 藤    司 連合地協 

〃 中津留 安 夫 連合地協 

〃 松 本  英 樹 連合地協 

事 務 局 長 安 藤  正 宣 連合地協 

幹 事 吉 田  孝 志 連合地協 

〃 磯 邊    彰 労働金庫 

〃 平 原  政 則 筑豊地区友愛会 

〃 中 島  尚 利 田川地区労ｾﾝﾀｰ 

会 計 監 査 松 尾  智 子 労働金庫 

〃 新 開  岳 人 全労済 

 

6/26 遠賀川地域労福協新役員 
役 職 氏  名 出身団体 

会 長 川 畑  哲 実 連合地協 

副 会 長 片 岡    厚 地区労福協 

〃 中 西    渉 地区労福協 

〃 大 庭  省 二 地区労福協 

〃 権 藤  圭 一 労働金庫 

事 務 局 長 寒 竹  準 一 連合地協 

幹 事 金 久  順 一 地区労福協 

〃 河 村  敏 昭 地区労福協 

〃 福 田  歩 積 地区労福協 

 松 本  周 士 全労済 

会 計 監 査 矢 崎  眞 哉 労働金庫 

〃 津 曲  ゆ か 全労済 

 

6/18 北筑後地域労福協新役員 
役 職 氏  名 出身団体 

会 長 鹿 田    哲 連合地協 

副 会 長 境    俊 郎 労働金庫 

〃 山 城  敏 之 全労済 

〃 渡 辺 紳一郎 連合地協 

〃 久 保  亮 平 連合地協 

〃 小津和 由 基 連合地協 

〃 鹿 田  鉄 也 連合地協 

事 務 局 長 伊 藤  正 美 連合地協 

事務局次長 東 園  清 隆 連合地協 

〃 富 安 勢太郎 連合地協 

〃 江 藤  良 隆 連合地協 

幹 事 松 延 富士男 連合地協 

〃 出 田    勉 連合地協 

〃 泉    義 明 連合地協 

〃 熊 本  琢 磨 連合地協 

〃 中 尾  剛 士 連合地協 

〃 橋 爪 嘉一郎 連合地協 

〃 森    大 地 連合地協 

〃 橋 本    学 連合地協 

〃 白 坂  良 太 連合地協 

会 計 監 査 北 島  弘 樹 連合地協 

〃 杉 本  良 雄 連合地協 

 

6/13 筑紫・朝倉地域労福協新役員 
役 職 氏  名 出身団体 

会 長 仲 村  浩 之 連合地協 

副 会 長 野 瀬 九州男 労働金庫 

〃 西 川    豊 連合地協 

事 務 局 長 小 森  幸 雄 連合地協 

事務局次長 古 賀  康 夫 平和人権ｾﾝﾀｰ 

〃 森 田  誠 一 知区労ｾﾝﾀｰ 

〃 原       豊 連合地協 

幹 事 森 部  嘉 子 連合地協 

〃 鞕 馬  隆 行 連合地協 

〃 下荒磯  豊 美 連合地協 

〃 古 賀  勇 一 連合地協 

〃 石 嵜  英 也 全労済 

会 計 監 査 小笠原  正 弘 自治労 

〃 山 田  孝 二 ＪＲ連合 

 
6/27 南筑後地域労福協新役員 
役 職 氏  名 出身団体 

会 長 堤    隆 弘 化学総連 

副 会 長 田 中  俊 明 JAM 九州山口 

〃 平 川  保 彦 福教組 

〃 坂 田    修 自治労 

〃 鶴 川  朝 美 労働金庫 

事 務 局 長 本 田  賢 治 自治労 

事務局次長 本 園  孝 広 労働金庫 

〃 金 子    隆 自治労 

〃 田 代  秀 明 自治労 

幹 事 古 賀  毅 裕 三港労組 

〃 高 橋    誠 JAM 九州山口 

〃 服 部  英 治 私鉄総連 

〃 早 川    勝 労働金庫 

〃 村 上  貴 士 自治労 

〃 古 村  和 弘 自治労 

〃 今 泉  尚 志 労働金庫 

〃 山 城  敏 之 全労済 

会 計 監 査 木 村  慎 吾 ＪＰ労組 

〃 前 川  直 文 福教組 

 

6/19 北九州地域労福協新役員 
役 職 氏  名 出身団体 

会 長 品 川  浩 二 基幹労連 

副 会 長 濱 地  壮 太 ｾﾗﾐｯｸｽ連合 

〃 小 原  朝 広 電力総連 

〃 甲 斐  復 郎 情報労連 

〃 江 口    満 私鉄総連 

〃 中 村  隆 一 労働金庫 

事務局長 中 間    徹 地域労福協 

幹 事 矢 野  志 郎 UA ゼンセン 

〃 津 田  芳 次 電機連合 

〃 向 野  貴 司 ＪＲ連合 

〃 中 川  訓 一 ＪＰ労組 

〃 小 宮  敬 子 福教組 

〃 平 山  康 司 自治労 

〃 森 下  弘 樹 自動車総連 

〃 大久保 栄 造 JEC 連合 

〃 牧 野  喜 義 日本ｺｰｸｽ工業社員労組 

〃 入 沢    圭 高田工業所労組 

〃 中 村  一 輝 北九州総合労働会館 

〃 管    孝 裕 全労済 

会計監査 生 林  秀 規 運輸労連 

〃 岡 野  博 彦 労働金庫 

 

6/18 福岡地域労福協新役員 
役 職 氏  名 出身団体 

会 長 小 森  伸 一 連合地協 

副 会 長 石 堂  高 大 連合地協 

〃 森 部  好 博 労働金庫 

〃 井 川  幸 夫 全労済 

事 務 局 長 桑 原  忠 志 連合地協 

事務局次長 岡 崎  正 登 連合地協 

幹 事 平 田 貢一郎 連合地協 

〃 先 川  勇 司 連合地協 

〃 笹 嶋  健 次 連合地協 

〃 片 山  利 幸 連合地協 

〃 濱 野  文 雄 連合地協 

〃 古 賀  栄 一 連合地協 

〃 宮 路    享 連合地協 

〃 長 﨑  英 明 連合地区連 

〃 中 野  幸 功 連合地区連 

会 計 監 査 待 鳥  洋 文 労働金庫 

〃 小 野  和 仁 全労済 

 

労福協会員の定期総会が開催される 新年度の事業方針等を確認 

 

福岡県生協連第 38回通常総会 
福岡県生活協同組合連合会は6月26

日、福岡市博多区「博多都ホテル」に

おいて第 38 回通常総会を開催し、2013

年度活動報告及び 2014 年度活動方針

等の審議を行いました。 

また、2014 年度(第 38 期)の役員選

出では、会長理事に宮﨑正義氏(ｸﾞﾘｰﾝ

ｺｰﾌﾟ生活協同組合ふくおか)、専務理事

に篠田陽二氏(員外)が再任されるなど

理事 9 名、監事 3 名の役員選出が行わ

れました。 

地域労福協 
新役員体制 
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 全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済
事業を営み、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らし
をめざしています。出資金をお支払いいただいて組合員
になれば、各種共済をご利用いただけます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークルール検定２０１４ in ふくおか 161 名が受検 

 様々な労働問題から自分を守るための知識を身につけ

ることを目的とした「ワークルール検定２０１４」を、6

月 14 日（土）、福岡市天神ビル会議室で実施しました。

この検定は北海道・東京など全国７か所で同日に行い、

初級・中級があるうち、福岡会場では初級のみの実施で、

161 名が受検しました。 

検定を受ける前に、九州大学の山下准教授より、ワー

クルールの講習があり、「労働時間と雇用終了」をテーマ

に、具体的な事例の解説や、判例の解釈などが講義され、

受講者からは「もう少し長く聞きたかった」、「使用者に

も是非聞いてもらいたい」という声がありました。  

検定では、「就業規則の周知について誤っているものはどれか」といっ

た問題も出題され、受検者は真剣な眼差しで挑んでいました。合格発表は

7月 7日より公式ＨＰ上にて行われる予定です。 

 連合福岡の田井副事務局長は「初めての試みで、参加者にご迷惑をお掛

けする点もありましたが、多くの参加をいただき、この講習・検定がワー

クルールに興味を持ち、深く知ってもらうためのきっかけとなることを期

待したい。」とのコメントがありました。  

働 方 学 ぼ う き 

 


